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第 ４ 測 定 結 果

４－１ 空間放射線

４－１－１ 空間線量率

東京電力ホールディングス株式会社福島第一原子力発電所から半径 5km 未満の地域（以下「1F
近傍」という。）で 8 地点、福島第一原子力発電所から概ね半径 5km 以上 30km 未満及び福島第二

原子力発電所から概ね半径 30km 未満の地域（以下「1F・2F 周辺」という。）で 31 地点、福島第一

及び第二原子力発電所からそれぞれ 30km 以上離れた地域（以下「比較対照地点」という。）で 3 地

点、計 42 地点で空間線量率を常時測定しました。各地点の測定結果は以下の通りです。詳細な測定

値は 29～31、66 ページを参照。 

（１） 月間平均値

各測定地点における月間平均値は、いわき市下桶売及び南相馬市萱浜の 2 地点を除く各地点で、

福島第一原子力発電所の事故（以下「事故」という）の影響により依然として事故前の月間平均値

を上回っています。全体として年月の経過とともに減少する傾向にありました。事故直後の最大値

と今期の測定値の最大値を比較すると、減少率の高い順から 1F・2F 周辺、比較対象地点、1F 近傍

でした。今期の測定値は、いずれの月も数値の高い順から 1F 近傍、1F・2F 周辺、比較対照地点で

した。

各地点の空間線量率の月間平均値 （単位：nGy/h） 
測定

エリア

測定

地点数

各地点の月間平均値の範囲 過去の月間平均値(*1) 
1 月 2 月 3 月 H26～ 事故直後 事故前

1F 
近傍

8 
385～6,160 381～5,870 374～5,070 387～ 

18,341 
910～ 

176,000 
33～54 

事故直後の最大値と比較すると今期最大値は約 1/28 に減少 

1F･2F
周辺

31 
46～992 46～1,010 46～1,030 45～ 

2,547 
117～ 

58,454 事故直後の最大値と比較すると今期最大値は約 1/57 に減少

比較対

照地点
3 

62～126 62～125 62～124 62～ 
220 

181～ 
3,716 

39～42 
事故直後の最大値と比較すると今期最大値は約 1/29 に減少

（注）＊1「過去の月間平均値」の期間（次項以降も同じ） 

H26～：平成 26 年度から前四半期まで。 

事故直後：事故後（平成 23 年 3 月 11 日以降）から平成 25 年度まで。 

事故前：平成 13 年度から事故前（平成 23 年 3 月 10 日以前）まで。 

なお、測定地点数は年度により異なる。
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（２） １時間値の変動状況

  各測定地点における１時間値は、降雨等の影響による変動があるものの、原子力発電所等に由来

する変動はありませんでした。

なお、１時間値は降雨による影響により、およそ 300nGy/h 以下の低線量地域では自然の放射性

物質が地表付近に降下するため、一時的に空間線量率が上昇し、およそ 300nGy/h を超える高線量

地域では雨水による遮へい効果により一時的に低下するという傾向が見られます。

各地点の空間線量率の最大値（１時間値） （単位：nGy/h） 
測定

エリア

測定

地点数

各地点の最大値の範囲 過去の最大値

1 月 2 月 3 月 H26～ 事故直後 事故前

1F 
近傍

8 
391～6,370 388～6,010 389～5,270 

18,578 1,018,174 

157 
事故直後の最大値と比較すると今期最大値は約 1/160 に減少

1F･2F 
周辺

31 
65～1,040 68～1,050 65～1,080 

2,674 1,591,066 
事故直後の最大値と比較すると今期最大値は約 1/1473 に減少

比較対

照地点
3 

74～142 76～146 71～146 
232 9,956 88 

事故直後の最大値と比較すると今期最大値は約 1/68 に減少

４－１－２ 空間積算線量

1F 近傍で 7 地点、1F・2F 周辺で 57 地点、計 64 地点で空気中の放射線量を測定しました。詳細

な測定値は 32～34 ページを参照。 
90 日換算値は、事故の影響により事故前の測定値の範囲を上回っていますが、年月の経過ととも

に減少する傾向にありました。

空間積算線量の 90 日換算値 （単位：mGy／90 日） 

測定

エリア

測定

地点数

測定値 過去の測定値

（平成 31 年 1 月 10 日～ 

平成 31 年 4 月 4 日） 
H26～ 事故直後 事故前(*1) 

1F 近傍 7 
0.86～19 

0.90～45 2.38～137.79 

0.10～0.14 

事故直後の最大値と比較すると

今期最大値は約 1/7 に減少 

1F･2F 周辺 57 
0.16～14 

0.16～31 0.18～35.84 事故直後の最大値と比較すると

今期最大値は約 1/2 に減少 

（注）＊1 事故前：事故前から測定していた 20 地点における平成 15 年度第 1 四半期から平成 22 年度第 3 四半期まで。 
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４－２ 環境試料

４－２－１ 大気浮遊じんの全アルファ放射能及び全ベータ放射能

1F 近傍で 3 地点、1F・2F 周辺で 14 地点、計 17 地点で全アルファ放射能及び全ベータ放射能の

連続測定を実施しました。詳細な測定値は 35～36 ページを参照。 

（１） 月間平均値

  全アルファ放射能及び全ベータ放射能の月間平均値は、原子力発電所からの距離に関係なく、い

ずれも事故前の月間平均値と同程度でした。

各地点の大気浮遊じんの月間平均値 （単位：Bq/m3） 

測定項目
測定

エリア

測定

地点数

各地点の月間平均値の範囲 過去の月間平均値

1 月 2 月 3 月 H26～ 事故直後 事故前

全

アルファ

放射能

1F 
近傍

3 
0.011～ 

0.020 
0.017～ 

0.030 
0.014～ 

0.024 
0.004～ 

0.059 
0.007～ 

0.039 0.007～ 
0.076 1F･2F 

周辺
14 

0.006～ 
0.043 

0.009～ 
0.055 

0.010～ 
0.056 

0.003～ 
0.088 

0.009～ 
0.046 

全

ベータ

放射能

1F 
近傍

3 
0.028～ 

0.088 
0.037～ 

0.12 
0.034～ 

0.098 
0.022～ 

0.16 
0.025～ 

0.22 0.018～ 
0.12 1F･2F 

周辺
14 

0.027～ 
0.088 

0.031～ 
0.11 

0.036～ 
0.090 

0.017～ 
0.13 

0.030～ 
2.0 

（２） 変動状況

全アルファ放射能及び全ベータ放射能の最大値は事故前の最大値を下回りました。また、全アル

ファ・全ベータ放射能に良い相関が見られていることから、変動の要因は自然放射能の影響による

ものと考えられました。なお、巻末のグラフ集(57～65 ページ)に相関図を示しております。

各地点の大気浮遊じんの最大値 （単位：Bq/m3） 

測定項目
測定

エリア

測定

地点数

各地点の最大値の範囲 過去の最大値

1 月 2 月 3 月 H26～ 事故直後 事故前

全

アルファ

放射能

1F 
近傍

3 
0.041～ 

0.096 
0.065～ 

0.13 
0.057～ 

0.13 0.21 0.19 
0.58 

1F･2F 
周辺

14 
0.032～ 

0.21 
0.042～ 

0.31 
0.053～ 

0.29 0.41 0.34 

全

ベータ

放射能

1F 
近傍

3 
0.074～ 

0.33 
0.11～ 

0.41 
0.10～ 

0.42 0.53 1.3 
0.78 

1F･2F 
周辺

14 
0.088～ 

0.38 
0.10～ 

0.48 
0.099～ 

0.39 0.53 54 

４－２－２ 環境試料の核種濃度（ガンマ線放出核種）

今期間に測定した環境試料は、大気浮遊じんが 49 地点 147 試料、降下物が 12 地点 35 試料、上
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水が 11 地点 11 試料、海水が 8 地点 20 試料、海底土が 8 地点 8 試料、松葉が 20 地点 20 試料の 6
品目で合計 241 試料でした。詳細な測定値は 37～51、60～65 ページを参照。 

全 6 品目の 73 試料からセシウム-134 が、全 6 品目の 171 試料からセシウム-137 が検出され、事

故の影響により多くの試料で事故前の測定値の範囲を上回りましたが、事故直後と比較すると大幅

に低下しており、前四半期と比較すると大気浮遊じんの大熊町夫沢の地点を除き概ね横ばい傾向に

あります。

大気浮遊じんの大熊町夫沢の地点は、前四半期からセシウム-134 が 2.7 倍、セシウム-137 が 3 倍

と増加しており、震災後測定を再開した平成 26 年 5 月以降最大となりました。なお、全アルファ放

射能及び全ベータ放射能の相関が 2 月 4 日 6:00～12:00 のデータを除き良い相関があることから、

自然放射能レベルの変動と考えられました。相関から外れた同時間帯の風向は概ね西方向であった

ことから、原子力発電所に由来する可能性は低いと考えられました。また、平成 31 年 1～2 月は雨

量が少なく地表面が乾燥しており、同地点の周辺は、工事車両の往来に伴う舞い上がりが確認され

ているため、周辺環境の影響が要因の一つと考えられます。

上水の一部からセシウム-134 及びセシウム-137 が検出されていますが、食品中の放射性セシウム

の基準値のうち、飲料水の基準値である 10Bq/kg(10Bq/ ℓ)を大きく下回っています。 

環境試料のガンマ線放出核種濃度

試 料 名 核種 採取エリア
地点

数
測定値

過去の測定値

H26～ 事故直後 事故前

大 気 浮 遊

じ ん

( m B q / m 3 ) 

Cs-134 
1F 近傍 7 ND～0.20 ND～1.8 0.072～38 

ND 
1F･2F 周辺 35 ND～0.030 ND～0.65 ND～1,100 
比較対照地点 7 ND ND～0.13 ND～8.2 －

Cs-137 
1F 近傍 7 0.023～2.4 ND～5.2 0.14～39 

ND 
1F･2F 周辺 35 ND～0.32 ND～2.1 ND～990 

比較対照地点 7 ND～0.046 ND～0.45 ND～10 －

降 下 物

( B q / m 2 

( M B q / k m 2 ) )

Co-60 
1F 近傍 2 ND～0.10 ND～0.54 ND 

ND 
1F･2F 周辺 8 ND ND ND 
比較対照地点 2 ND ND ND ND 

Sb-125 
1F 近傍 2 ND ND～2.0 ND 

ND 1F･2F 周辺 8 ND ND ND 
比較対照地点 2 ND ND ND 

Cs-134 
1F 近傍 2 9.4～60 ND～1,200 76～5,000,000 

ND 
1F･2F 周辺 8 0.17～5.6 ND～110 ND～940,000 
比較対照地点 2 ND～4.0 ND～180 ND～140,000 ND 

Cs-137 
1F 近傍 2 110～690 18～4,300 170～5,600,000 

ND～0.15 
1F･2F 周辺 8 2.7～65 ND～340 ND～1,000,000 
比較対照地点 2 0.60～47 ND～620 ND～150,000 ND～0.093 
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試 料 名 核種 採取エリア
地点

数
測定値

過去の測定値

H26～ 事故直後 事故前

土 壌

( B q / k g 乾 

(事故直後及び

H26 ～ H27 は

Bq/kg 湿))

Co-60 
1F 近傍 2 － ND～5.3 ND 

ND 
1F･2F 周辺 13 － ND～1.9 ND 
比較対照地点 7 － ND ND ND 

Sb-125 
1F 近傍 2 － ND～130 ND 

ND 
1F･2F 周辺 13 － ND ND 
比較対照地点 7 － ND～28 ND ND 

Cs-134 
1F 近傍 2 － 3,900～49,000 2,700～230,000 

ND 
1F･2F 周辺 13 － 3.1～7,800 32～12,000 
比較対照地点 7 － 5.0～690 14～9,200 ND 

Cs-137 
1F 近傍 2 － 20,000～330,000 3,100～310,000 

ND～16 
1F･2F 周辺 13 － 27～52,000 75～26,000 
比較対照地点 7 － 37～4,500 18～14,000 ND～30 

上 水

( B q / ℓ ) 

Cs-134 
1F 近傍 － － － －

ND 
1F･2F 周辺 11 ND～0.005 ND～0.062 ND～0.17 
比較対照地点 2 － ND～0.002 ND ND 

Cs-137 
1F 近傍 － － － －

ND 
1F･2F 周辺 11 ND～0.032 ND～0.18 ND～0.29 
比較対照地点 2 － ND～0.011 ND ND 

海 水

( B q / ℓ ) 

Cs-134 

1F 放取水口 3 ND～0.002 ND～0.35 ND～2.4 
ND 1F 沖合 3 ND ND～0.067 ND～0.094 

2F 放水口 2 ND ND～0.012 ND～0.20 
松川浦 1 － ND～0.005 ND ND 

Cs-137 

1F 放取水口 3 0.011～0.31 ND～1.1 ND～5.0 
ND～ 
0.003 

1F 沖合 3 0.004～0.012 ND～0.31 ND～0.19 
2F 放水口 2 0.008～0.016 ND～0.12 0.12～0.42 
松川浦 1 － ND～0.028 ND ND～0.002 

（注）「－」は今期測定対象外。
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試 料 名 核種 採取エリア
地点

数
測定値

過去の測定値

H26～ 事故直後 事故前

海 底 土

( B q / k g 乾 ) 

Mn-54 

1F 放取水口 3 ND ND～1.1 ND～1.3 
ND 1F 沖合 3 ND ND ND～0.62 

2F 放水口 2 ND ND ND 
松川浦 1 － ND ND ND 

Co-60 

1F 放取水口 3 ND ND～1.0 ND～1.3 
ND 1F 沖合 3 ND ND ND 

2F 放水口 2 ND ND ND 
松川浦 1 － ND ND ND 

Cs-134 

1F 放取水口 3 14～24 14～320 120～450 
ND 1F 沖合 3 2.0～7.4 ND～130 25～72 

2F 放水口 2 6.7～9.9 5.0～68 47～230 
松川浦 1 － ND～4.4 1.3 ND 

Cs-137 

1F 放取水口 3 170～300 140～870 230～1,000 
ND～ 
0.97 1F 沖合 3 24～99 18～630 61～170 

2F 放水口 2 81～110 55～200 100～470 
松川浦 1 － 1.8～13 2.6 ND～2.3 

松 葉

( B q / k g 生 ) 

I-131
1F 近傍 2 ND ND ND～380 ND 

1F･2F 周辺 13 ND ND ND ND 
比較対照地点 5 ND ND ND ND 

Cs-134 
1F 近傍 2 12～55 9.0～1,200 740～210,000 

ND 
1F･2F 周辺 13 ND～16 ND～280 ND～61,000 
比較対照地点 5 ND～0.76 ND～91 ND～33,000 －

Cs-137 
1F 近傍 2 140～650 99～6,100 1,900～230,000 

ND～1.2 
1F･2F 周辺 13 0.87～200 ND～910 ND～68,000 
比較対照地点 5 ND～11 ND～290 ND～52,000 －

（注）「－」は今期測定対象外。

４－２－３ 環境試料の核種濃度（ベータ線放出核種）

大気中水分 6地点 18 試料、上水 11地点 11試料、海水 8地点 20試料の合計 49試料について、ト

リチウムを調査した結果、大気中水分 6地点 17試料、上水 4地点 4試料、海水 1地点 1試料から検

出されました。詳細な測定値は 52～54、60～63ページを参照。 

トリチウムの測定値は、大気中水分の大熊町夫沢の地点で事故前の測定値の範囲を上回りました

が、前四半期より低下しています。 

海水 6地点 18 試料、海底土 6地点 6試料について、ストロンチウム-90 を調査した結果、海水全

試料及び海底土 1地点 1試料から検出されました。詳細な測定値は 61～64ページを参照。 

ストロンチウム-90の測定値は、海底土の第一(発)取水口付近（港湾出入口の外側）の地点で事故

前の測定値の範囲を上回りましたが、事故直後と比較すると大幅に低下しており、前四半期より低

下しています。
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環境試料のベータ線放出核種濃度

試 料 名 核種
採取

エリア

地点

数
測定値

過去の測定値

H26～(*2) 事故直後 事故前

大 気 中

水 分

(mBq/m3) 
H-3

1F 近傍 3 1.3～32 3.5～64 － ND～23 

1F･2F 周辺 2 2.2～4.8 ND～10 － ND～14 

比較対照地点 1 ND～3.8 ND～21 ND～41 ND～12 

土 壌

(Bq/kg 乾) 
Sr-90 

1F 近傍 2 － 19～61 15～81 
ND～3.5 

1F･2F 周辺 13 － ND～17 ND～14 
比較対照地点 7 － ND～16 ND～32 1.8～4.3 

上 水

( B q / ℓ ) 

H-3
1F 近傍 － － － －

ND～1.2 
1F･2F 周辺 11 ND～0.49 ND～0.94 ND～0.96 
比較対照地点 2 － ND～0.85 ND～1.4 ND～1.3 

Sr-90 
1F 近傍 － － － －

0.001～0.002 
1F･2F 周辺 11 － ND～0.002 ND～0.002 
比較対照地点 1 － 0.001～0.0015 0.001～0.002 0.001～0.002 

海 水

( B q / ℓ ) 

H-3

1F 放取水口 3 ND～0.43 ND～2.6 ND～6.2 
ND～2.9 1F 沖合 3 ND ND～0.91 ND～0.58 

2F 放水口 2 ND ND～0.86 ND～0.56 
松川浦 1 － ND ND ND～0.46 

Sr-90 

1F 放取水口 3 0.0006～0.0014 ND～0.76 0.005～2.9 
ND～0.002 1F 沖合 3 0.0006～0.0010 ND～0.031 0.001～0.26 

2F 放水口 2 － 0.0008～0.003 0.033～0.034 
松川浦 1 － 0.001 0.001 0.001～0.002 

海 底 土

(Bq/kg 乾) Sr-90 

1F 放取水口 3 ND～0.20 ND～4.6 ND～1.2 
ND 1F 沖合 3 ND ND～0.71 ND～0.19 

2F 放水口 2 － ND～0.32 ND～0.21 
松川浦 1 － ND～0.21 ND ND～0.02 

（注）「－」は今期測定対象外。

＊2 大気中水分の 1F 近傍、1F･2F 周辺は平成 30 年度から再開。 

４－２－４ 環境試料の核種濃度（アルファ線放出核種）

海水 6地点 18試料、海底土 6地点 6試料について、プルトニウム-238 及びプルトニウム-239+240
を調査した結果、海底土 1地点 1試料からプルトニウム-238 は検出され、海水 6地点 14試料及び海

底土全試料からプルトニウム-239+240 が検出されました。詳細な測定値は 61～64 ページを参照。

プルトニウム-238 は、事故後検出されている測定値と同程度でした。プルトニウム 239+240 は、

事故前の測定値と同程度でした。

20
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環境試料のアルファ線放出核種濃度

試 料 名 核種
採取

エリア

地点

数
測定値

過去の測定値

H26～ 事故直後 事故前

土 壌

(Bq/kg 乾) 

Pu-238 
1F 近傍 2 － ND～0.09 ND～0.03 

ND～0.03 
1F･2F 周辺 13 － ND～0.05 ND～0.05 
比較対照地点 7 － ND～0.03 ND～0.18 ND～0.08 

Pu- 
239+240 

1F 近傍 2 － 0.05～0.37 0.20～0.34 
ND～0.44 

1F･2F 周辺 13 － ND～0.97 ND～0.66 
比較対照地点 7 － ND～1.2 ND～4.8 ND～2.6 

Am-241 
1F 近傍 2 － 0.02～0.18 0.02～0.16 

－
1F･2F 周辺 13 － ND～0.44 ND～0.25 
比較対照地点 1 － 0.06～0.41 0.11 －

Cm-244 
1F 近傍 2 － ND～0.02 ND 

－
1F･2F 周辺 13 － ND ND 
比較対照地点 1 － ND ND －

上 水

( m B q / ℓ ) 

Pu-238 
1F 近傍 － － － －

－
1F･2F 周辺 11 － ND ND 
比較対照地点 1 － ND ND －

Pu- 
239+240 

1F 近傍 － － － －
ND 

1F･2F 周辺 11 － ND ND 
比較対照地点 1 － ND ND ND 

海 水

( m B q / ℓ ) 

Pu-238 

1F 放取水口 3 ND ND～0.010 ND 
－1F 沖合 3 ND ND ND 

2F 放水口 2 － ND ND 
松川浦 1 － ND ND －

Pu- 
239+240 

1F 放取水口 3 ND～0.009 ND～0.016 ND～0.014 
ND～0.013 1F 沖合 3 ND～0.010 ND～0.009 ND～0.010 

2F 放水口 2 － ND～0.020 ND～0.011 

松川浦 1 － ND ND ND～0.012 

海 底 土

(Bq/kg 乾) 

Pu-238 

1F 放取水口 3 ND ND ND 
－1F 沖合 3 ND～0.01 ND～0.01 ND～0.02 

2F 放水口 2 － ND ND 
松川浦 1 － ND ND －

Pu- 
239+240 

1F 放取水口 3 0.12～0.20 0.09～0.43 0.08～0.32 

0.15～0.61 1F 沖合 3 0.39～0.50 0.21～0.61 0.33～0.52 

2F 放水口 2 － 0.14～0.31 0.21～0.25 
松川浦 1 － 0.18～0.31 0.20 0.13～0.40 

（注）「－」は今期測定対象外。
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